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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 3月 24日 (2006.3.24)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 験 の 内 部 の 中 空 器 官 の 容 積 測 定 の 走 査 に 基 づ き 該 被 験 の 内 部 の 中 空 器 官 を 視 覚 化
す る た め の 方 法 で あ っ て 、 該 方 法 は 、
　 ａ ） 前 記 中 空 器 官 の 内 部 表 面 の 多 数 の 三 次 元 画 像 の 再 構 成 、 を 有 し
　 各 画 像 に お い て 、 前 記 方 法 は 、
　 ｂ ） 第 一 視 点 か ら 左 眼 の た め 画 像 を 計 算 す る と 、
　 ｃ ） 前 記 第 一 視 点 と は 異 な る 第 二 視 点 か ら 右 眼 の た め の 画 像 を 計 算 す る と 、
　 ｄ ） 立 体 画 像 を 形 成 す る た め に 前 記 左 眼 画 像 及 び 右 眼 画 像 を ペ ア に 組 み 合 わ せ る

と 、
　 ｅ ） 立 メ ー ジ ャ ー 手 段 を 使 用 し て 前 記 立 体 画 像 を 示 す と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ａ ）
　 Ｉ ． 前 記 中 空 器 官 を 通 過 す る 視 界 経 路 を 定 義 す る と 、
　 Ｉ Ｉ ． 前 記 視 界 経 路 に 位 置 す る 視 点 か ら 見 ら れ る よ う な 画 像 を 再 構 成 す る と を

有 し 、 少 な く と も 前 記 第 一 視 点 又 は 第 二 視 点 が 前 記 視 界 経 路 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ａ ）
　 Ｉ ． 前 記 中 空 器 官 を 通 過 す る 視 界 経 路 を 定 義 す る と 、
　 Ｉ Ｉ ． 前 記 視 界 経 路 に 位 置 す る 視 点 か ら 見 ら れ る よ う な 画 像 を 再 構 成 す る と を

有 し 、 前 記 第 一 視 点 及 び 第 二 視 点 の 両 点 が 前 記 視 界 経 路 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 視 界 経 路 の 視 点 は 、 第 一 視 点 又 は 第 二 視 点 と し て 交 互 に 使 用 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ａ ）
　 Ｉ ． 前 記 中 空 器 官 を 通 過 す る 視 界 経 路 を 定 義 す る を 有 し 、 前 記 方 法 は 、 各
画 像 、 前 記 第 一 視 点 が 第 一 ラ イ ン に 位 置 し 、 前 記 第 二 視 点 が 第 二 ラ イ ン に 位 置 し
、 該 第 一 及 び 第 二 ラ イ ン は あ る 相 互 の 距 離 で 前 記 視 界 経 路 に 対 し て 実 質 的 に 平 行 で 延 在 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 一 視 点 と 前 記 第 二 視 点 と の 間 の 距 離 は 、 実 質 的 に １ ミ リ メ ー ト ル 以 上 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 一 項 以 上 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 一 視 点 と 前 記 第 二 視 点 の 視 界 方 向 は 、 実 質 的 に 平 行 で あ る こ と を 特 徴 と す る

一 項 以 上 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ｅ ）
　 Ｉ ． 示 す

と 、
　 Ｉ Ｉ ．

ス テ ッ プ と 、
を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 一 項 以 上 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 Ｉ は 体 画 像 の 前 記 左 眼 画 像 及 び 右 眼 画 像 を 交 互 に 示
す を 有 し
　 前 記 Ｉ Ｉ は 、 前 記 左 眼 右 眼 の 対 応
し て 異 な る 手 段 を を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 Ｉ 立 体 画 像 の 左 眼 画 像 及 び 右 眼 画 像 示 す
を 有 し 、
　 前 記 Ｉ Ｉ

手 段 を 設
け る を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 手 段 は 、 ヘ ッ ド マ ウ ン ト 型 デ ィ ス プ レ イ に 組 み 込 ま れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ９ 又 は １ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 立 メ ー ジ ャ ー 手 段 は 、 ス ク リ ー ン を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 乃 至 ８ の 一 項 以 上 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 被 験 の 内 部 の 中 空 器 官 の 容 積 測 定 の 走 査 に 基 づ き 該 被 験 の 内 部 の 中 空 器 官 を 視 覚 化
す る た め の シ ス テ ム で あ っ て 、 該 シ ス テ ム は 、 一 項 以 上 に 記 載 の 方 法 の
ス テ ッ プ を 実 行 す る た め の 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 １ ２ の 一 項 以 上 に 記 載 の 方 実 行 す る た め の コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更

(2) JP 2005-521960 A5 2006.5.18

ス テ ッ プ は 、
ス テ ッ プ 更 に

の た め の

請 求 項 １ 乃 至 ５ の

請 求
項 １ 乃 至 ６ の

ス テ ッ プ は 、
立 体 画 像 を 形 成 す る 前 記 左 眼 画 像 及 び 前 記 右 眼 画 像 を 異 な る 修 正 に よ り ス テ ッ

プ
前 記 立 体 イ メ ー ジ ャ ー 手 段 を 前 記 左 眼 画 像 が 前 記 左 眼 に 渡 さ れ る と 共 に 前 記 右 眼

画 像 が 前 記 右 眼 に 渡 さ れ る よ う に 構 成 す る
請 求 項 １ 乃 至 ７ の

ス テ ッ プ 、 立 異 な る 偏 光 に よ り
ス テ ッ プ ；

ス テ ッ プ 立 体 イ メ ー ジ ャ ー 手 段 に 、 及 び 各 々 の た め の
よ う に 偏 光 さ れ た ビ ュ ー イ ン グ 設 け る ス テ ッ プ

ス テ ッ プ が 、 を 異 な る 時 間 多 重 で ス テ ッ プ

ス テ ッ プ が 、 前 記 立 体 イ メ ー ジ ャ ー 手 段 に 、 制 御 ユ ニ ッ ト に よ り 対 応 す る 時 間
多 重 信 号 に 基 づ い て 別 個 に 駆 動 さ れ る べ き 左 眼 及 び 右 眼 用 の 異 な る ビ ュ ー イ ン グ

ス テ ッ プ

ビ ュ ー イ ン グ

体 イ レ ン チ キ ュ ラ ー

体 体
請 求 項 １ 乃 至 ７ の

法 を



【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 名 称 】 三 次 元 医 療 画 像 の 立 体 的 な 観 察 の た め の 方 法 、 シ ス テ ム 及 び コ ン ピ ュ ー タ
プ ロ グ ラ ム
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 の 内 部 中 官 の 容 積 測 定 の 走 査 に 基 づ い の 内 部 中 空 の
器 官 を 視 覚 化 す る 方 法 に 関 し 、 そ の 方 法 は 、 ａ ） 中 空 器 官 の 内 部 の 三 次 元 画 像 を 再 構 成 す
る を 有 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 そ の よ う な 方 法 は 、 当 該 技 術 で で あ り 、 “ 仮 想 内 視 鏡 検 査 ” と 呼 ば れ る 仮 想 健 康 診
断 技 術 を 提 供 す る 分 野 の 異 な る 専 門 家 に よ っ て 設 計 さ れ た 多 く の コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム
の 基 礎 を 形 成 す る 。 例 え ば 、 コ ン ピ ュ ー タ 断 層 撮 影 の 手 段 に よ っ て 生 じ る 被 験 者 の 容 積 測
定 の 走 査 に 基 づ い て

さ れ る 。

そ の よ う な コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム は 、 本 当 の 内 視 鏡 検 査 の よ う な 侵
襲 性 の 検 査 を 必 要 と せ ず に 患 者 の 内 部 の 器 官 を 検 査 す る 機 会 を 医 療 従 事 者 に 提 供 す る 。 こ
の よ う な 、 再 構 成 さ れ た ３ Ｄ 内 視 像 は 、 例 え ば 、 医 師 に よ っ て コ ン ピ ュ ー タ 上 で 評 価
で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 の 方 法 は 、 結 果 と な る 三 次 元 画 像 が 中 空 器 官 の 内 部 構 造 の 真 の 表 現 で あ る が 、 そ れ
の 解 釈 は 困 あ る と い う 欠 点 を 有 す る 。

こ と は 困 難 で あ る よ う に 思
え る 。 さ ら に 、 仮 想 カ メ ラ の レ ン ズ の 高 角 度 の 視 界 が 人 の 観 察 者 に と っ て 不 自 然 で あ り 、
し た が っ て 、 解 釈 を す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 方 法 の 目 的 は 、 よ り 自 然 な 視 界 を 提 供 す る 前 述 の よ う な タ イ プ の 方 法 を 提 供 す
る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 に よ る 方 法 は 、 各 画 像 に お い て 、 該 方 法 は 、 下 記 の に 記 載
さ れ る 技 術 的 な を 有 し 、 そ れ ら は 、
　 ｂ ） 第 一 視 点 か ら 左 眼 の た め の 画 像 を 計 算 す る 、 ｃ ） 第 一 視 点 と は 異 な る 第 二
視 点 か ら 右 眼 の た め の 画 像 を 計 算 す る 、 ｄ ） 立 体 的 な 画 像 を 形 成 す る た め に 左 眼
の 画 像 と 右 眼 の 画 像 を ペ ア に 組 み 合 わ せ る 、 及 び ｅ ） 立 メ ー ジ ャ ー 手 段 を 使
用 し て 立 体 画 像 を 示 す 、 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 モ ノ ス コ ー プ 画 像 に 代 わ り 、 中 空 器 官 の 立 体 画 像 を 提 供 す る こ と に よ っ て 、 ユ ー ザ は よ
り 自 然 に 画 像 を 見 る 。 立 体 画 像 は 、 画 像 の 深 さ 情 報 及 び 高 さ 情 報 な ど の 追 加 的 な 情 報 を 提
供 す る 。 こ の 情 報 を 使 用 し て 、 例 え ば 、 ユ ー ザ は 、 対 象 間 の 関 係 を 良 好 に 判 断 で き 、 並 び
に ／ 又 は 湾 曲 及 び ／ 若 し く は 平 ら と 傾 斜 エ リ ア と を 区 別 さ せ る 高 さ の 差 異 を 明 確 に 見 る こ
と が で き る 。 そ の 結 果 と し て 、 オ ブ ザ ー バ は 、 患 者 の デ ー タ を よ り 正 確 に 解 釈 す る こ と が
可 能 で 、 正 確 な 診 断 に 至 る 多 大 な 機 会 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ｂ ） か ら ｄ ） は 、
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す る 。 こ の タ イ プ の 方 法 は 、 例 え ば 、 米 国 特 許 第 ６ ，
０ １ １ ， ５ ８ １ 号 明 細 書 に 記 載 さ れ て い る 。 本 発 明 に よ る 方 法 に 反 し て 、 の 方 法 は 、
し か し な が ら 、 仮 想 内 視 鏡 検 査 な ど 、 患 者 の 内 部 の 中 空 器 官 の 容 積 測 定 の 走 査 に 基 づ い て
患 者 の 内 部 の 中 空 器 官 の 仮 想 検 査 を 実 行 す る 方 法 の 一 部 で は な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 の 第 一 の 好 ま し い 実 施 態 様 に お い て 、 ａ ） は 、 さ ら に 、 中 空
器 官 を 通 る 視 界 経 路 を 定 義 す る こ と を 含 み 、 該 方 法 は 、 各 画 像 に お い て 、 第 一 視 点 が 第 一
ラ イ ン に 位 置 し 、 第 二 視 点 が 第 二 ラ イ ン に 位 置 し 、 そ の 第 一 及 び 第 二 ラ イ ン は 、

側 で 視 界 経 路 と 実 質 的 に 平 行 に 延 在 す る こ と を 特 徴 と す る 。 こ こ で ユ ー ザ
は 、 の “ モ ノ ス コ ー プ モ ー ド ” で 仮 想 内 視 鏡 検 査 の 実 行 に お け る よ う な 中 空 器 官 を 通
る 同 一 経 路 に 従 う が 、 よ り 自 然 の 立 体 的 な 視 界 で ３ Ｄ 画 像 を 見 る 。 こ の 実 施 態 様 の サ ポ ー
ト に お い て 、 各 視 点 に お け る 画 像 は 、 個 別 に 計 算 さ れ る こ と を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 の 第 二 の 好 ま し い 実 施 態 様 に お い て 、 ａ ） は 、 さ ら に 、 中 空
器 官 を 通 る 視 界 経 路 を 定 義 す る こ と と 、 視 界 経 路 に 位 置 す る 視 点 か ら 見 ら れ る よ う な 画 像
を 再 構 成 す る こ と を 含 み 、 該 方 法 は 、 少 な く と も 第 一 視 点 又 は 第 二 視 点 が 視 界 経 路 に 位 置
す る こ と を 特 徴 と す る 。 計 算 さ れ る 画 像 の 量 は 、 第 一 実 施 態 様 に お い て 必 要 と さ れ る 画 像
の 量 に 等 し い 。 し か し な が ら 、 立 技 術 が 周 知 の モ ノ ス コ ー プ の

技 術 に 追 加 し て 使 用 さ れ る 場 合 、 各 立 体 的 な ペ ア に お い て 、 有 利 に 、 唯 一 の 追 加 的 な 画
像 が 計 算 さ れ る こ と を 必 要 と さ れ る 。 こ こ で 、 の モ ノ ス コ ー プ の 技 術 に
お い て 既 に 計 算 さ れ る 視 界 経 路 上 の 視 点 に お け る モ ノ ス コ ー プ の 画 像 は 、 立 ア の 左 眼
又 は 右 眼 の い ず れ か と し て 使 用 で き る 。 こ れ に よ っ て 、 本 発 明 に よ る 方 法 を 実 行 す る た め
に 必 要 な 全 体 的 な 計 算 は 、 し た が っ て 、 効 果 的 に 最 小 限 に さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 の 第 三 の 好 ま し い 実 施 態 様 に お い て 、 ａ ） は 、 さ ら に 、 中 空
器 官 を 通 る 視 界 経 路 を 定 義 す る こ と と 、 視 界 経 路 に 位 置 す る 視 点 か ら 見 ら れ る よ う な 画 像
を 再 構 成 す る こ と を 有 し 、 該 方 法 は 、 第 一 視 点 及 び 第 二 視 点 の 両 点 が 視 界 経 路 に 位 置 す
る こ と を 特 徴 と す る 。 こ の 第 三 の 好 ま し い 実 施 態 様 で 賢 明 で 効 果 的 に 第 一 視 点 及 び 第 二 視
点 を 選 択 す る こ と に よ っ て 、 計 算 さ れ 像 は 、 の モ ノ ス コ ー プ の 方 法 に お い て 計
算 さ れ 像 と 等 し い 。 本 発 明 に よ る 方 法 は 、 如 何 な る 必 要 な 全 体 の 計 算 を 必 要 と せ ず
に の モ ノ ス コ ー プ の 方 法 に 加 え て 実 行 さ れ て よ い の モ ノ ス コ ー プ の 方 法 に お け
る 視 界 経 路 の 視 点 に お い て 既 に 計 算 さ れ る 画 像 で き る 。 経 路 上 の 視 点 に お い て 既 に
計 算 さ れ た 画 像 は 、 第 一 視 点 又 は 第 二 視 点 と し て 交 互 に 使 用 さ れ て 最 も 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 の 第 四 の 好 ま し い 実 施 態 様 に お い て 、 第 一 視 点 と 第 二 視 点 と の 間 の 距
離 は 、 本 質 的 に １ ミ リ メ ー ト ル 以 上 で あ る 。 結 果 と な る 視 界 は 、 人 の オ ブ ザ ー バ に と っ て
最 も 自 然 に 見 え る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し く は 、 第 一 視 点 及 び 第 二 視 点 の 視 界 方 向 は 、 実 質 的 に 平 行 で あ る 。 再 度 、 本 発 明
の 目 的 は 、 人 の オ ブ ザ ー バ の 正 常 な 視 界 を シ ミ ュ レ ー ト す る こ と で あ り 、 し た が っ て 、 代
わ り に 正 し い 診 断 を 成 す 機 会 を 非 常 に 高 め る 、 画 像 デ ー タ の 正 確 な 解 釈 を 容 易 に す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 の 別 の 好 ま し い 実 施 態 様 に よ る と 、 ス テ ッ プ ｅ ） は 、

有 す る 。 適 切 で 立 メ ー ジ ャ ー 手 段 と 組 み 合 わ せ た 左 眼 画 像 及 び 右 眼 画 像 の 異 な
る 修 正 は 、 立 体 的 な 視 界 を 達 成 す る 実 際 的 な 手 法 で あ る 。 本 発 明 の 様 々 な 手 法 は 、 関 連 す
る 技 術 に お い て 本 来 で あ る 。 第 一 の 詳 細 な 実 施 態 様 に お い て わ ゆ る “ 受 動 的 な ”
立 メ ー ジ ャ ー 手 段 。 立 体 画 像 の 左 眼 画 像 及 び 右 眼 画 像 は 、 異 な る で
示 さ れ 、 立 メ ー ジ ャ ー 手 段 は 、 左 眼 及 び 右 眼 の 対 応 し て 異 な る
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の 分 野 で 本 来 既 知 で あ る こ と に 言 及
既 知

ス テ ッ プ

そ れ ぞ れ
が 視 界 経 路 の 各

既 知

ス テ ッ プ

体 ビ ュ ー イ ン グ ビ ュ ー イ ン
グ

既 知 ビ ュ ー イ ン グ
体 ペ

ス テ ッ プ

視

る 画 数 既 知
る 画 数

既 知 。 既 知
を 利 用

立 体 的 な 画 像 を
形 成 す る 左 眼 及 び 右 眼 画 像 を 異 な る 修 正 に よ り 示 す ス テ ッ プ と 、 前 記 立 体 イ メ ー ジ ャ 手 段
を 左 眼 画 像 が 左 眼 に 渡 さ れ る と 共 に 右 眼 画 像 が 右 眼 に 渡 さ れ る よ う に 構 成 す る ス テ ッ プ と
を 更 に 体 イ

既 知 、 い
体 イ が 利 用 さ れ る 偏 光

体 イ 各 々 に 対 し て よ う に 偏



第 二 の 詳 細 な 実 施 態 様 に お い て 、 立 体 画 像 の 左 眼 画 像
及 び 右 眼 画 像 は 、 異 な る 時 間 示 さ れ る 。 い わ ゆ る “ 能 動 的 な ” 立 メ ー ジ ャ ー 手
段 は 、

異 な る 手 段 使 用 さ れ る 。 幾 何 学 的 に 正 確 な 画 像 を 提 供 す
る た め に 、 手 段 は 、 好 ま し く は 、 ヘ ッ ド マ ウ ン ト 型 （ a　 head-mountable）
デ ィ ス プ レ イ に 組 み 込 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 の 別 の 好 ま し い 実 施 態 様 に よ る と 、 立 メ ー ジ ャ ー 手 段 は 、

ス ク リ ー ン を 有 す る 。 ス ク リ ー ン は 、 関 連 技 術 に お い て 本 来
で あ る 。 そ れ ら の ス ク リ ー ン は 、 如 何 な る 支 援 手 段 を オ ブ ザ ー バ が 使 用 又 は 着 用 す る よ う
な 必 要 が な く 、 立 体 画 像 を 有 益 に 示 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は ま た 、 患 者 の 内 部 の 中 空 器 官 の 容 積 測 定 の 走 査 に 基 づ い て 患 者 の 内 部 の 中 空 器
官 を 視 覚 化 す る た め の シ ス テ ム に 関 し 、 該 シ ス テ ム は 、 本 発 明 に よ る 方 法 の ス テ ッ プ を 実
行 す る た め の 手 段 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 は さ ら に 、 本 発 明 に よ る 方 法 を 実 行 す る コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 は 、 添 付 図 に よ っ て さ ら に 説 明 さ れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 す べ て の 図 面 に お い て 、 等 価 物 は 同 一 の 参 照 番 号 で 示 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 般 的 に 、 本 発 明 に よ る 方 法 は 、 一 般 的 に 人 間 の 患 者 で あ る が 、 例 え ば 、 動 物 で も あ る
被 験 者 の 、 例 え ば 、 健 康 診 断 な ど の 診 察 に お け る 仮 想 検 査 技 術 に 関 す る 。 そ の よ う な 技 術
は 、 コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス の 手 段 に よ る 、 例 え ば 、 器 官 、 血 管 な ど の 被 験 者 の 中 空
構 造 の 内 部 の 視 界 を 可 能 に す る 。 仮 想 カ メ ラ は 、 被 験 者 （ 又 は そ の 一 部 ） を 表 わ す 三 次 元
の デ ー タ 容 積 に 配 置 さ れ る 。 本 発 明 に よ る 方 法 は 、 人 間 の 患 者 の 結 腸 で 実 行 さ れ る 仮 想 内
視 鏡 検 査 に 関 す る 、 好 ま し い 実 施 態 様 に よ り 、 こ こ に 記 載 さ れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ３ Ｄ の 患 者 の デ ー タ を 必 要 と す る た め に 、 幾 つ か の 周 知 の 健 康 診 断 技 術 が 、 コ ン ピ ュ ー
タ 断 層 撮 影 （ Ｃ Ｔ ） 又 は 磁 気 共 鳴 断 層 撮 影 法 （ Ｍ Ｒ ） の よ う な 容 積 測 定 の 走 査 を 得 る た め
に 使 用 す る こ と が で き る 。 ３ Ｄ デ ー タ は 、 の 三 次 元 の 再 構 成 技 術 の 手 段 に よ っ て 視 覚
化 さ れ る 。 こ の 目 的 の た め に 、 異 な る 適 切 な 容 積 レ ン ダ リ ン グ （ rendering） 技 術 が コ ン
ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス の 分 野 で で あ る 。 好 ま し い 使 用 は 、 例 え ば 、 “ Iso-surface
　 volume　 rendering” ,　 M.K.et.al.,　 Proc.　 Of　 SPIE　 Medical　 Imaging　 98,　 vol
.3335,　 pp10-19に 記 載 の イ ソ （ iso） 表 面 容 積 レ ン ダ リ ン グ 技 術 で 成 さ れ る 。 し た が っ て
、 内 視 鏡 検 査 を シ ミ ュ レ ー ト す る 仮 想 環 境 が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に よ る 方 法 の の 概 要 を 表 わ す 流 れ 図 を 示 す 。 す べ て の ス テ ッ プ
は 、 下 記 に 個 別 に 記 載 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 方 法 の
　 １ ０ は 、 中 空 器 官 の 内 部 表 面 の 多 数 の 三 次 元 画 像 の 再 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 様 々 な 視 覚 化 技 術 は 、 ユ ー ザ が ナ ビ ゲ ー ト す る こ と で 結 腸 の 三 次 元 視 界 を シ ミ ュ レ ー ト
す る た め に 、 当 業 者 に 利 用 可 能 で あ る 。 幾 つ か の 例 は 、
　 ａ ） 視 点 か 腸 壁 の ６ つ の が
立 方 体 の 壁 に 投 影 さ れ 、 次 結 腸 の 自 然 な を 提 供 す る
よ う 技 術 と
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光 さ れ た ビ ュ ー ン グ 手 段 を 備 え る 。
多 重 で 体 イ

制 御 ユ ニ ッ ト に よ り 対 応 す る 時 間 多 重 信 号 に 基 づ い て 別 個 に 駆 動 さ れ る べ き 左 眼 及
び 右 眼 用 の ビ ュ ー イ ン グ に よ っ て

ビ ュ ー イ ン グ

体 イ レ ン チ
キ ュ ラ ー レ ン チ キ ュ ラ ー 既 知

既 知

既 知

ス テ ッ プ

ス テ ッ プ
ス テ ッ プ

各 ら 結 ビ ュ ー が 相 互 に 垂 直 な 方 向 で 計 算 さ れ 、 こ れ ら ビ ュ ー
い で 該 立 方 体 が 広 げ ら れ て 当 該 ビ ュ ー

な “ 広 が っ た 立 方 体 ” ；



　 ｂ ） 各 視 点 か つ の 方 向 に お け る 一 つ の
技 術 と

　 ｃ ）
技 術 と 、

を 含 む 。
　 す べ て の 技 術 は 、 平 ら な 表 面 に 投 影 さ れ て 、 表 面 モ デ ル と し て 表 現 さ れ る 、 容 積 走 査 の
デ ー タ を 有 す る ボ ク セ ル （ voxel） モ デ ル に 基 づ く 結 腸 の 分 割 に 帰 着 す る 。 仮 想 内 視 鏡

生 成 さ れ た 画 像 三 次 元 （ ３ Ｄ ） 画 像 と
画 像 は 、 実 際 は 、 表 面 ３ Ｄ 構 造 の ２ 次 元 投 影 の 画 像 と し て 正 確 に

当 該 明 細 書 の 全 体 に わ た っ て 、 そ れ ら 画 像 は ３ Ｄ 画 像 と し て 参 照 さ れ る で あ
ろ う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 視 点 技 術 は 、 当 該 技 術 で の 古 典 的 技 術 で あ り 、 特 に 、 Rogalla　 P,　 Terwisscha　 v
an　 Scheltiga　 J,　 Hamm　 B　 (Eds)　 “ Virtual　 endoscopy　 and　 related　 3D　 techn
iques” ,　 Berlin,　 Springer　 Verlag(2001)に よ っ て 記 載 さ れ る 。 こ の 本 は 、 Baert　 AL
,　 Sartor　 K,　 en　 Youker　 JEに よ っ て 編 集 さ れ た 一 連 の Medical　 Radiology　 Diagnos
tic　 Imagingの 一 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 引 き 伸 ば さ れ た 経 路 技 術 は 、 D.S.Paik,　 C.F.Beaulieu,　 R.B.Jeffrey,Jr.,　 C.A.Kara
di,　 S.Napel,　 “ Visualization　 Modes　 for　 CT　 Colonography　 using　 Cylindrical
　 and　 Planar　 Map　 Projections.” 　 J　 Comput　 Assist　 Tomogr　 24(2),　 pp.179-88
,　 2000の 文 献 で よ り 詳 細 に 記 載 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 広 が っ た 立 方 体 技 術 は 、 S.E.　 Chen,“ Quicktime　 VR-an　 image　 based　 approach　 t
o　 virtual　 environment　 navigation” SIGGRAPH　 95,　 6-11　 August　 1995,　 Los　 An
geles,　 California,　 USA,　 Conference　 Proceedings,　 Annual　 Conference　 Series,
　 pages　 29-38に よ り 詳 細 に 記 載 さ れ る 。 広 が っ た 立 方 体 技 術 の 医 学 的 な 応 用 は 、 F.Vos,
　 I.Serlie,　 R.　 van　 Gelder,　 F.Post,　 R.Truyen,　 F.Gerritsen,　 J.Stoker,　 and
　 A.Vossepoel,　 “ A　 New　 Visualization　 Method　 for　 Virtual　 Colonoscopy” 　 Me
dical　 Image　 Computing　 and　 Computer-Assisted　 Intervention-MICCAI　 2001　 (W.J
.Niessen　 and　 M.A.Viergever,　 eds.),　 pp.645-654,　 Springer-Verlag,　 October　 2
001の 出 版 物 に 記 載 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 広 が っ た 立 方 体 技 術 に よ る と 、 前 述 の レ ン ダ リ ン グ 技 術 か ら 生 じ る 二 次 元 画 像 は 、 対 象
物 の 平 面 若 し く は 側 面 に 投 影 さ れ る か 、 又 は 写 像 さ れ る 。 次 に 、 対 象 物 は 二 次 元 に 広 げ ら
れ て 保 存 さ れ る 。 結 果 と な る 保 存 さ れ た 二 次 元 の 広 が っ た 対 象 物 の 画 像 は 、 対 象 物 内 の 視
点 か ら の 三 次 元 の 視 界 を シ ミ ュ レ ー ト す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 様 々 な 異 な る 対 象 物 は 、 立 方 体 、 球 体 、 シ リ ン ダ 、 な ど の 環 境 に 写 像 す る よ う に 使 用 で
き る 。 適 切 な 投 射 又 は 写 像 技 術 は 、 コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス の 分 野 に お い て 本 来
で あ る 。 二 次 元 の 広 が っ た 対 象 物 の 画 像 は 、 例 え ば 、 ｊ ｐ ｉ ｇ な ど の 一 般 的 な フ ォ ー マ ッ
ト 又 は ク イ ッ ク タ イ ム ・ ブ イ ア ー ル （ Ｑ ｕ ｉ ｃ ｋ ｔ ｉ ｍ ｅ 　 Ｖ Ｒ ） フ ォ ー マ ッ ト な ど の 特
定 の フ ォ ー マ ッ ト の 異 な る フ ォ ー マ ッ ト に 保 存 で き る 。 結 果 と な る 二 次 元 の 広 が っ た 対 象
物 の 画 像 は 多 数 の 情 報 を 含 む が 、 ロ ー エ ン ド の コ ン ピ ュ ー タ の デ ィ ス プ レ イ に 適 切 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 述 の か ら 生 じ る 保 存 さ れ た 二 次 元 の 広 が っ た 対 象 物 の 画 像 の 例 は 、 図 ２ に 示 さ れ
る 。 画 像 １ は 、 患 者 の 結 腸 の 内 壁 を 示 す 。 明 ら か に 分 か る よ う に 、 三 次 元 の 視 界 を シ ミ ュ
レ ー ト す る 二 次 元 画 像 は 、 元 は 、 二 次 元 で 開 い て 折 り 重 ね ら れ る 、 立 方 体 ２ の 側 面 に 写 像
さ れ る 。 立 方 体 の ６ つ の 側 面 は 、 前 （ Ｆ ） 、 左 （ Ｌ ） 、 右 （ Ｒ ） 、 後 ろ （ Ｂ ） 、 上 （ Ｕ ）
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実 際 の 内 視 鏡 に お け る よ う に 、 ら 一 ビ ュ ー が 計 算
さ れ る よ う な “ 視 点 ” ；

結 腸 壁 が 円 筒 の 壁 上 に 投 影 さ れ 、 次 い で 該 円 筒 が 広 げ ら れ る と 共 に 引 き 伸 ば さ れ る
よ う な “ 引 き 伸 ば さ れ た 経 路 ”

法
に よ り は 関 連 分 野 に お い て は 、 通 常 、 呼 ば れ て い る
が 、 こ れ ら に 上 へ の 一 層
説 明 さ れ る 。
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、 及 び 下 （ Ｄ ） と し て 与 え ら れ る 。 こ の よ う に 、 元 の ３ Ｄ 情 報 の 直 感 的 な 表 現 が ユ ー ザ に
与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ で 示 さ れ る よ う な 画 像 は 、 の 技 術 の 手 段 に よ っ て 結 腸 を 通 過 し て 定 義 さ れ る 、
視 界 経 路 上 に 位 置 す る 多 数 の 視 点 に お い て 計 算 で き る 。 好 ま し く は 、 計 算 さ れ た 二 次 元 画
像 は 、 連 続 し て 表 示 さ れ る 。 こ の よ う に 、 リ ビ ュ ー ア は 、 あ た か も 彼 等 リ ビ ュ ー ア が “ 三
次 元 の 環 境 を 通 過 し て 飛 び ” 得 る か の よ う に 、 三 次 元 の 環 境 に 没 頭 す る た め に 印 象 を 与 え
ら れ る 。 保 存 さ れ た 二 次 元 画 像 に 基 づ く 仮 想 環 境 は 、 仮 想 環 境 の 相 互 作 用 検 査 を 可 能 に す
る 三 次 元 視 界 で の 一 つ 以 上 の 視 点 で 計 算 で き る 。 こ の は 、 ユ ー ザ に 視 点 の 環 境 を
相 互 作 用 し て に 検 査 す る 可 能 性 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 し か し な が ら 、 技 術 に よ る 画 像 １ は 、 モ ノ ス コ ー プ 画 像 で あ る 。 本 発 明 の 方 法 に よ
る と 、 立 体 画 像 が 計 算 さ れ て 、 し た が っ て 、 情 報 の 深 さ 及 び 高 さ な ど の す べ て の 関
連 す る 幾 何 学 的 な 情 報 を 含 む 患 者 デ ー タ の 自 然 な 印 象 を 人 間 の オ ブ ザ ー バ に 提 供 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 に よ る 方 法 は 、 各 画 像 に お い て 、 ２ ０ 乃 至 ５ ０ で 記 載 さ れ
る よ う な 下 記 の 技 術 的 な 手 段 を 含 む 。 本 発 明 に よ る 方 法 の ３ つ の 異 な る 好 ま し い 実 施 態 様
は 、 図 ３ 乃 至 ５ に 例 示 さ れ る 。 す べ て の ３ つ の 図 は 、 結 腸 ３ の 写 真 を 示 し 、 視 界 経 路 ４ は

の 技 術 を 使 用 し て 定 義 さ れ る 。 視 点 ｍ ｉ （ ｉ ＝ １ 乃 至 ｎ で あ り 、 ｎ は 視 点 の 番 号 で あ
る 。 ） は 、 モ ノ ス コ ー プ の 画 像 Ｍ ｉ が 技 術 の 方 法 に し た が っ て 生 成 さ れ る 、 視 界 経 路
上 の 位 置 を 表 わ す 。 視 点 ｌ ｉ 及 び ｒ ｉ は 、 本 発 明 の 方 法 に よ る 立 体 画 像 を 形 成 す る た め に
左 眼 の 画 像 Ｌ ｉ 及 び 右 眼 の 画 像 Ｒ ｉ の 生 成 に お け る 位 置 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ２ ０ は 、 第 一 視 点 か ら 左 眼 の た め の 画 像 を 計 算 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 前 述 の よ う に 、 左 眼 の た め 適 切 な 第 一 視 点 ｌ ｉ か ら 三 次 元 の モ ノ ス コ ー プ の 画 像 Ｌ ｉ
を 計 算 す る た め に 、 数 多 の 技 術 が 当 該 分 野 で 周 知 で あ る 。 広 が っ た 立 方 体 技 術 を 使 用 す る
場 合 、 画 像 １ の よ う な 画 像 は 、 例 え ば 、 左 眼 の 画 像 と し て 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ３ ０ は 、 第 一 視 点 と は 異 な る 第 二 視 点 か ら 右 眼 の た め の 画 像 を 計 算 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 モ ノ ス コ ー プ の 左 眼 画 像 Ｌ ｉ を す る た め に 方 法 が 一 旦 選 択 さ れ る と 、 同 一 の 方 法 が
三 次 元 の モ ノ ス コ ー プ の 右 眼 画 像 Ｒ ｉ を 計 算 す る た め に 使 用 さ れ 右 眼 画 像 は 、 第 一 視
点 ｌ ｉ と は 異 な る 第 二 視 点 ｒ ｉ か ら 計 算 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 自 然 の 視 界 を 生 成 す る た め に 、 好 ま し く は 、 視 点 ｌ ｉ 、 ｒ ｉ の 両 点 か ら の 視 界 方 向 は 、
本 質 的 に 平 行 で あ る 。 し か し な が ら 、 画 像 の ペ ア は ま た 、 一 点 に 集 中 す る 視 界 方 向 で 計 算
さ れ て よ く 、 こ の 場 合 、 画 像 の 歪 み が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 点 間 の 距 離 に は 、 好 ま し く は 、 視 点 間 の 距 離 が 例 え 腸 壁 視
覚 化 さ れ る 対 象 ま で の 距 離 の 約 １ ／ ３ べ き で あ る

。 実 際 上 、 こ れ は 、 １ 乃 至 ５ ミ リ メ ー ト ル 、 よ り 好 ま し く は
２ 乃 至 ３ ミ リ メ ー ト ル の 範 囲 に 位 置 し て よ い 、 １ ミ リ メ ー ト ル 以 上 の 視 点 間 の 好 ま し い 距
離 を 導 く 。 立 体 の 画 像 化 に 関 す る 一 般 的 な 情 報 は 、 Jacobus　 G.Ferwerda,　 “ The　 World
　 of　 3-D,　 A　 Practical　 Guide　 to　 Stereo　 Photography” ,　 1982で 見 る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 数 多 の ア プ ロ ー チ は 、 ３ つ の 好 ま し い 実 施 態 様 の 一 部 と し て 下 記 に 記 載 さ れ る 第 一 視 点
及 び 第 二 視 点 ｌ ｉ 、 ｒ ｉ を 定 義 す る よ う に 選 択 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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生 成
る 。

両 視 関 し て 視 点 か ら ば 結 等 の
（ 又 は 複 数 の 対 象 ） ０ で あ る と い う 一 般

規 則 が 当 て は ま る も の と す る



　 ４ ０ は 、 立 体 画 像 を 形 成 す る た め に 左 眼 画 像 と 右 眼 画 像 を ペ ア に 組 み 合 わ せ る
。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 に よ る 方 法 の 第 一 の 好 ま し い 実 施 態 様 を 概 略 し て 例 示 す る 。 第 一 の 好 ま
し い 実 施 態 様 に よ る と 、 各 立 体 画 像 （ Ｌ ｉ 、 Ｒ ｉ ） に お い て 、 第 一 視 点 ｌ ｉ は 視 界 経 路 ４
の 左 に 位 置 し 、 第 二 視 点 ｒ ｉ は 視 界 経 路 ４ の 右 に 位 置 す る 。 好 ま し く は 、 第 一 視 点 ｌ ｉ は
、 あ る 距 離 で 視 界 経 路 に 本 質 的 に 第 一 ラ イ ン （ 示 さ れ て い な い ） に 位 置 す る 。 好 ま し
く は 、 第 二 視 点 ｒ ｉ は 、 あ る 距 離 で 視 界 経 路 に 本 質 的 に 第 二 ラ イ ン （ 示 さ れ て い な い
） に 位 置 す る 。 第 一 及 び 第 二 ラ イ ン は 、 好 ま し く は 、 視 界 経 路 の 異 な る 位 置 す る 。 こ
の 実 施 態 様 に よ る と 、 ２ つ の 新 し い モ ノ ス コ ー プ 画 像 Ｌ ｉ 及 び Ｒ ｉ は 、 の 方 法 に よ る
視 界 経 路 ４ 上 の 視 点 ｍ ｉ に お け る 一 つ の モ ノ ス コ ー プ 画 像 Ｍ ｉ に 代 わ っ て 、 立 体 画 像 （ Ｌ
ｉ 、 Ｒ ｉ ） を 生 成 す る た め に 視 界 経 路 ４ に ２ つ の 視 点 ｌ ｉ 及 び ｒ ｉ に お い て 生 成 さ れ
る こ と を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 に よ る 方 法 の 第 二 の 好 ま し い 実 施 態 様 を 概 略 し て 例 示 す る 。 各 立 体 画 像
に お い て 、 少 な く と も 第 一 視 点 ｌ ｉ 又 は 第 二 視 点 ｒ ｉ は 、 視 界 経 路 ４ に 位 置 す る 。 図 ４ に
お い て 、 第 一 視 点 ｌ ｉ は 視 界 経 路 ４ に 位 置 し 、 第 二 視 点 ｒ ｉ は 視 界 経 路 ４ の 右 に 位 置 す る
。 第 一 視 点 ｌ ｉ は 、 技 術 に よ る 方 法 に お い て 、 こ こ で 視 点 ｍ ｉ （ 図 ３ ） に 等 し い 。 好
ま し く は 、 第 二 視 点 ｒ ｉ は 、 あ る 距 離 で 視 界 経 路 ４ に 本 質 的 に ラ イ ン に 位 置 す る 。 こ
の 実 施 態 様 に よ る と 、 ２ つ の モ ノ ス コ ー プ 画 像 Ｌ ｉ 及 び Ｒ ｉ は 、 立 体 画 像 （ Ｌ ｉ 、 Ｒ ｉ ）
を 生 成 す る た め に 視 界 経 路 ４ 上 及 び 視 界 経 路 ４ に 隣 接 し て そ れ ぞ れ 位 置 す る 、 ２ つ の 視 点
ｌ ｉ 及 び ｒ ｉ に と っ て 生 成 さ れ る こ と を 必 要 と す る 体 視 界 経 路
に 位 置 す る 視 点 ｍ ｉ に お け る 既 に 計 算 さ れ た モ ノ ス コ ー プ の 画 像 Ｍ ｉ が 、 各 立 体 画 像 の 左
眼 画 像 又 は 右 眼 画 像 の い ず れ か と し て 効 率 的 に 使 用 で き る 、 の モ ノ ス コ ー プ の
観 察 技 術 に 加 え て さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 に よ る 方 法 の 第 三 の 好 ま し い 実 施 態 様 を 概 略 し て 例 示 し 、 各 立 体 画 像 （
Ｌ ｉ 、 Ｒ ｉ ） に お い て 、 第 一 視 点 ｌ ｉ 又 は 第 二 視 点 ｒ ｉ の 両 点 は 、 視 界 経 路 ４ に 位 置 す
る 。 結 果 と し て の 立 体 画 像 は 、 視 界 経 路 ４ の 方 向 に 垂 直 な 側 面 の 視 界 を 提 供 す る 体

の モ ノ ス コ ー プ の 技 術 に 追 加 し ノ ス コ ー プ の
側 面 画 像 Ｍ ｉ は 、 視 界 経 路 に 位 置 す る 視 点 ｍ ｉ に お い て 既 に 計 算 さ れ て 、 そ れ ら 画 像 は 、
各 立 体 画 像 で 左 眼 画 像 及 び 右 眼 画 像 の 両 画 像 と し て 効 率 的 に 使 用 で き る
。 図 ５ に お い て 、 視 点 の 多 数 の 対 応 す る ペ ア は 、 （ ｌ ｉ 、 ｒ ｉ ） 及 び （ ｌ ｉ － １ 、 ｒ ｉ －
１ ） が 示 さ れ 、 こ こ で 、 ｒ ｉ ＝ ｌ ｉ － １ 及 び ｒ ｉ － １ ＝ ｌ ｉ － ２ で あ る 。 こ れ は 、 例 え ば
、 Ｌ 、 Ｒ 、 Ｕ 及 び Ｄ の そ れ ぞ れ の ４ つ の 側 面 の 視 界 を 有 す る 、 前 述 し た 広 げ ら れ た 立 方 体
技 術 に 適 用 す る 。 こ こ で 、 計 算 さ れ る 画 像 量 は 、 周 知 の モ ノ ス コ ー プ の 技 術
に お い て 計 算 さ れ る 画 像 量 と 等 し い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ５ ０ は 、 立 メ ー ジ ャ ー 手 段 を 使 用 す る 立 体 画 像 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 立 体 画 像 が 一 旦 生 成 さ れ る と 、 そ れ ら 画 像 は オ ブ ザ ー バ に 示 さ れ る こ と を 必 要 と す る 。
一 般 的 に 、 こ れ は 、 下 記 の ２ つ の ス テ ッ プ に よ っ て 実 行 さ れ 、 そ れ ら の ス テ ッ プ は 、

示 す ス テ ッ プ と 、
す る

ス テ ッ プ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス の 分 野 に お い て 、 こ の タ イ プ の 修 正 を 達 成 す る 異 な る 技 術
が 利 用 可 能 で あ る 。 そ れ ら の う ち の 幾 つ か が 下 記 に 記 載 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 第 一 に 、 修 正 は 、 示 す こ と に
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よ っ て 達 成 で き る 。 次 い で 、 人 の オ ブ ザ ー バ は 、 左 眼 及 び 右 眼 の そ れ ぞ れ に お い て 対 応 し
て 異 な っ て さ れ た 手 段 を 備 え て 提 供 さ れ た 立 メ ー ジ ャ ー 手 段 を 使 用
し て 画 像 を 見 て よ い 。 実 際 上 、 左 眼 画 像 及 び 右 眼 画 像 は 、 例 え ば 、 高 頻 度 で ス ク リ ー ン に
交 互 に 示 す こ と が で き 、 一 方 で 、 オ ブ ザ ー バ は 、 例 え ば 、 眼 鏡 を 着 用 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 第 二 に 、 修 正 は 、 示 す こ と に よ
っ て 達 成 で き る 。 次 い で 、 立 メ ー ジ ャ ー 手 段

手 段 が 提 供
さ れ る こ と を 必 要 と す る 。 こ の 目 的 の た め に 、 Ｌ Ｃ Ｄ シ ャ ッ タ ー は 、 赤 外 線 信 号 を 使 用 す
る コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 制 御 さ れ て 使 用 さ れ て よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 好 ま し く は 、 立 体 画 像 は 、 立 体 画 像 が 計 算 さ れ た か 若 し く は 記 録 さ れ た 同 一 又 は 同 様 の
条 件 下 で 見 ら れ る 。 こ れ に 関 し て 、 見 る 角 度 と 全 体 像 は 関 連 し て い る 。 ヘ ッ ド マ ウ ン ト 型
デ ィ ス プ レ イ に 手 段 を 組 み 込 む こ と に よ っ て 、 立 体 画 像 の 幾 何 学 的 に 正 確 な
表 現 が 保 証 で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 第 三 に 、 第 一 及 び 第 二 の 示 す 手 段 の 代 替 と し て 、 立 メ ー ジ ャ ー 手 段 は

ス ク リ ー ン を よ い 。 ス ク リ ー ン は 、 オ ブ ザ ー バ に よ っ て 着 用 さ れ
る 如 何 な る 手 段 を 必 要 と せ ず に 、 直 接 的 に 立 体 画 像 を 示 す こ と が で き る 、 シ
リ ン ダ 型 レ ン ズ の ア レ イ を 有 す る 。 ス ク リ ー ン は 、 当 該 技 術 に お い て 本 来

で あ り 、 例 え ば 、 同 一 の 出 願 人 に よ る 米 国 特 許 第 ６ ， ０ ６ ４ ， ４ ２ ４ 号 及 び 米 国 特 許
第 ６ ， １ １ ８ ， ５ ８ ４ 号 に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 当 該 明 細 書 に わ た っ て 、 用 語 と し て の 左 眼 と 右 眼 は 互 換 性 が あ る こ と を 注 意 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 は 、 好 ま し く は 、 被 験 の 内 部 の 中 空 器 官 の 容 積 測 定 の 走 査 に 基 づ く
被 験 の 内 部 の 中 空 器 官 を 視 覚 化 す る た め の シ ス テ ム に よ っ て 実 行 さ れ 、 該 シ ス テ ム は 、
本 発 明 に よ る 方 法 の ス テ ッ プ を 実 行 す る た め の 手 段 を 有 す る 。 そ の 手 段 は 、 好 ま し く は 、
コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム を 有 す る 。 こ こ に 与 え ら れ た 説 明 に 基 づ い て 、 当 業 者 は 、 方 法 の
ス テ ッ プ を 、 方 法 を 実 行 す る た め の そ の よ う な プ ロ グ ラ ム に 変 換 す る こ と が で き る で あ ろ
う 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 記 載 さ れ た シ ス テ ム は 、 関 心 の あ る 被 験 の デ ー タ を 得 る た め の デ ー タ 獲 得 シ ス テ ム に
対 し て 直 接 的 に 結 合 で き る 。 こ の デ ー タ セ ッ ト は 、 三 次 元 の Ｘ 線 の 回 転 式 血 管 造 影 法 、 コ
ン ピ ュ ー タ 断 層 撮 影 、 核 磁 気 共 鳴 映 像 法 又 は 磁 気 共 鳴 血 管 造 影 法 な ど の 様 々 な 技 術 の 手 段
に よ っ て 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 概 略 す る と 、 本 発 明 は 、 さ ら に 詳 細 に 明 ら か に す る た め に 、 立 体 画 像 の 手 段 に よ る 三 次
元 の 患 者 の デ ー タ を 示 す こ と に よ っ て 、 仮 想 内 視 鏡 な ど の 仮 想 検 査 を 実 行 す る 方 法 に 関
す る 。 本 発 明 は 、 検 査 の 正 確 性 を 高 め る た め 、 し た が っ て 患 者 の 診 断 の 確 実 性 を 高 め る た
め に 、 医 療 環 境 で 使 用 す る た め に 特 に 発 展 さ れ る 。 こ の 方 法 の 応 用 は 、 医 療 情 報 を も た ら
す 仮 想 画 像 に 帰 着 し 、 結 腸 鏡 検 査 及 び 気 管 支 鏡 検 査 の よ う な 侵 襲 性 の 方 法 の 代 わ り と し て
使 用 す る こ と が で き 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 当 然 の こ と と し て 、 本 発 明 は 記 載 又 は 示 さ れ た 実 施 態 様 に 限 定 さ れ な い 。 本 発 明 は 、 血
管 又 は 気 管 な ど の 他 の 診 断 対 象 物 の 表 面 の 詳 細 を 視 覚 化 す る よ う に 使 用 さ れ て よ く 、 さ ら
に 医 学 分 野 外 で 使 用 さ れ て も よ い 。 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 一 般 的 に 、 上 記 の 記 載 及 び 添
付 図 で 見 ら れ る よ う に 請 求 項 の 範 囲 内 と な る 、 如 何 な る 実 施 態 様 に 適 用 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 方 法 の ス テ ッ プ の 概 略 を 示 す 流 れ 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 技 術 に よ る シ ミ ュ レ ー ト さ れ た 内 視 鏡 の 視 界 の 一 部 と し て の モ ノ ス コ ー プ 画
像 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 方 法 の 第 一 の 好 ま し い 実 施 態 様 を 概 略 的 に 例 示 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 方 法 の 第 二 の 好 ま し い 実 施 態 様 を 概 略 的 に 例 示 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 方 法 の 第 三 の 好 ま し い 実 施 態 様 を 概 略 的 に 例 示 す る 図 で あ る 。
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